
　

　４月１６日に南風原文化センターで、町内
小中６校の平和学習担当教諭と町教育委員会
学芸員、コーディネーターが、平和学習につ
いて意見交換会をし、文化センター所蔵の資
料見学を行いました。

　南風原小4年生が、学童疎開体験者の知念愛子さ
んと神里幸子さんをお招きして、文化センター学芸
員平良次子さんのインタビューによる学童疎開体験
のお話を聞きました。
北丘小４年生は、学童疎開体験者の話をまとめた
DVDを見た後、学芸員の平良さんが知念愛子さん
と神里幸子さんにインタビューをしました。
津嘉山小5年生は、金城シズ子さんをお招きして、
学芸員の平良さんの講話の後インタビューによる学
童疎開のお話を聞きました。

左から平良次子さん
知念愛子さん、神里幸子さん

　左から
金城シズ子さん
平良次子さん

我那覇千代子さん、國吉道子さん、神村洋子さん、福原ツヤ子さん
平良京子さん、与儀千鶴子さん、辺野喜宝来さん（左から）

平和学習連絡会 翔南小２年・北丘小３年・津嘉山小４年

平和朗読「首里」

小学校講話
「戦争当時の様子や生活の話」

中学校講話
「校区内の戦跡を知ろう」

太田玲子さん

平和学習・特集号
　　　　　　 沖縄戦から73年
   ～地域の力で戦争を語り継いでいこう～
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　町内の小中学校では、南風原町に住んでいる戦争体験者の方々を講師にお招きして戦前、戦時中、戦後の生活や学校の様子、家族の
体験や復興についてお話していただきました。講師の皆さんは児童生徒や教師のたくさんの質問にも丁寧に答えて下さり、最後に児童生
徒に、『これからはみなさんが、戦争をしない平和な社会を作ってくださいね！』とメッセージを送りました。児童生徒からは「今日の話を忘
れない！今後も戦争の事を学び続けたい」との感想が多くありました。

金城義夫さん（津嘉山小６年）赤嶺安子さん（北丘小５年）

城間ミネ子さん
（南風原小５年教師のインタビューで進む授業は、九
州沖縄NHK放送局「平和特集」で放送されました。）

末吉ツル子さん（南中１年１
組で戦時中の保存食だった
干し芋を再現し持参。試食
した生徒達の「不味い！」と
の声に苦笑い）

大城スミ子さん
（1年４組でアフ
リカマイマイを
持参し、当時
の食料事情に
ついて話しまし

た）←

池田幸栄さん（南
中１年３組で軍隊
の恐ろしさや方言
が規制されていた
と話し、生徒たちか
ら驚きの声があり
ました）→

生涯学習文化課
あなたも学校の応援団になりませんか？ ボランティア募集中！

★未来を担う南風原町の子供たちを地域で育てましょう★ ＴＥＬ８８９－０５６８

     南風原町平和ガイドの会
「戦争体験紙芝居の読み聞かせ」

南風原町教育委員会

学童疎開体験者の話
～体験者から話を聞きました。

体験者の話をまとめたDVD上映～

　小学校の低学年は、平和ガイドの会の皆さんにご協力いただき、２０号壕
の平和ガイドの説明と「戦争体験紙芝居」の読み聞かせをしていただきまし
た。「お友だちと仲良くすることは平和を守るために大切なことです。」と
児童に向けてメッセージがありました。

安座真喜順さん

宮川光世さん平良美智子さん

大城逸子さん

金城美根子さん

　町内の小学校で、平和朗読「首里」の皆さんに、「の
りひで」「平和ってすてきだね」「マブニのアンマー」
を朗読してもらいました。國吉さんは「一番大事なこと
は命です」と話してくれました。児童からは「戦争をお
こしたくない」「戦争は、いろんな人の心を傷つけると
分かった」「家族が離ればなれになる」と感想がありま
した。

　保久盛さんが、戦争当時の写真やデータ、
実物の掲示物を見せながら当時の様子を話し
て頂きました。又、爆弾のかけらを児童に実
際に触って感触や重さを体験してもらい、爆
弾の恐ろしさについて教えて頂きました。児
童は、戦争の怖さを感じとることが出来た貴
重な講話になりました。校区内の戦跡を知っ
た南星中生徒は「身近な戦跡を次の世代にも
伝えたい」と話していました。

保久盛 陽 さん （南風原文化センター 学芸員）

松堂厚雄さんのお話を
聞いた南中１年６組の生
徒からは「勉強が出来る
今の生活を大事にした
い」との声がありました。

翔南小５年・南中１年５組でレジメ
に沿ってお話をする大城敏雄さん

金城弘子さんの
話を聞いた１年７
組の生徒は「私
も弘子さんのよう
に助け合える大
人になりたい」と
話しました。

宮城信敏さん（南中１年２組
では、「当時の軍国教育で
は子どもは国のもの」という
話に人権無視ではないか！
との感想がありました）

斉藤光枝さん




